
守谷市シティプロモーション活動方針（令和７年３月策定）

はじめに

本市では、シティプロモーションの本格的な始動に当たり、平成30年7月に「守谷市シティプロモーシ
ョン戦略プラン」を策定し、事業に取り組んできました。

単に知名度やイメージを高めて人口を増やすことだけでなく、将来的にまちを発展させていく「担い手
（まちを良くしようという想いや意欲のある人）」を作ることを最終目的とし、インナープロモーション
を中心に事業を展開。まちの魅力を内外に伝え、まちへの想いや意欲を持った人を増やすことで、まちは
イキイキと輝き、持続的に発展していくことができると考えています。

本書は、戦略プランに基づいたこれまでの活動を振り返り、市の現状を踏まえた上で、課題や今後の方
向性について、新たにシティプロモーション活動方針を策定するものです。

2018 年～ 2024 年までの振り返り

1.進捗状況
ブランドメッセージの認知度向上とまちのファンづくりを目的に活動を開始し、2019年度（令和元年

度）には、「守谷イメージ画プロジェクト」を開始したが、2020年度（令和2年度）以降は、コロナ禍に
より内外のイベントが中止となり、イベント等による広がりは見せることができなかった。
その後、2021年度（令和3年度）には2022 年2 月の市制施行20 周年記念事業に向けたプロモーション

の展開にシフト。当初の戦略プランでは、計画期間を3カ年（平成30 ～令和2年度）で計画していました
が、令和4年6月に「守谷市シティプロモーション戦略プラン2018～2020年度 実施報告」において、現状

や課題を踏まえ、ブランドメッセージによる市の魅力発信とインナープロモーションを主軸とした戦略的
な情報発信の継続を決定しました。

2.実績推移
【成果指標推移】
成果指標としてmGAP(修正地域参画総量指標)を採用すること

とし、守谷ハーフマラソン出展フォトブースにおいて参加者ア
ンケートを行ったほか、毎年度末に実施するまちづくり市民ア
ンケートへの設問追加や、各種イベント時にアンケートを実施
し、算出のための基礎数値を取得した。

<mGAP 算出方法>

1 地域推奨量=(地域推奨意欲・ 8 ~ 10 選択比率 - 0 ~ 5 選択比率)×定住人口
2 地域参加量=(地域参加意欲・ 8 ~ 10 選択比率 - 0 ~ 5 選択比率)×定住人口
3 地域活動感謝量=(地域感謝意欲・ 8 ~ 10 選択比率 - 0 ~ 5 選択比率)×定住人口
4 地域推奨量(地域外ターゲット)=( 8 ~ 10 選択比率 - 0 ~ 5 選択比率)×対象人口

mGAP = 1 + 2 + 3 + 4 ※定住人口単位は万人

※指標値のブレを少なくするため、2025年度以降は取得場所を「市民アンケート」と「Morinfo」に
よるアンケート調査のみに統一する予定

地域推奨意欲,地域参加意欲,地域感謝意欲の数値の見方

地域推奨意欲,地域参加意欲,地域感謝意欲は、「あなたは、守谷市をどれくらい知人や友人におすすめし

たいですか（推奨）」「あなたは、守谷市をよくするための活動に参加しようとする意欲はどれくらいあ
りますか（参加）」「あなたは、守谷市のために頑張っている人に対して感謝しようとする意識はどれく
らいありますか（感謝）」の設問に対して、 10段階評価でその意欲を選択してもらいます。そのため、
0~4の選択肢は低意欲、5はどちらでもない、6~10が高意欲と判断されます。

【参考指標推移】
事業目的達成度を計る代替指標として、mGAP 算出のための基礎数値(地域推奨意欲・地域参加意欲・
地域活動感謝意欲)と、市民アンケートで取得した「市への満足度」、「終の棲家としたい（住み続けた

い）」の数値を取り、以下のとおり経年比較すると、いずれも単年度での増減はあるものの、全体的に比
率が増加していることがわかる。
これは、平成30年度から将来的にまち
を発展させていく「担い手」を作ることを
目的に行ってきたインナープロモーション
の成果であると考える。



年代別にそれぞれの傾向を見ると、いずれの世代も単年度での増減はあるものの、全体的に比率が増加
していることがわかる。
特に、直近の2年間（2023、2024 年）の子育て世代である30 代・40代は、他の世代に比べても各数値

が高いことから、まちへの想いや意欲の高い子育て世代が増えることで、まちの担い手としての活動の場
が広がり、持続的に発展させていくことが見込める。

市の現状(人口推移)

1.総人口推移
2005年（平成 17 年）のつくばエクスプレス開通以降の急激な人口増加は、

2011年以降微増傾向に転じていたが、コロナ禍となった2019年（ 平成
31 年）から2020年（ 令和 2 年）においては前年比800~1,000人以上の
増加となっている。

2.転出入者推移
転出者数は2010年以降、毎年3,000人前後で20代から40代が8割以上を占めており、この傾向は男女で

変わらない。
転入者数は2014年までは3,000人前後で転出者と拮抗していたが、 2015年以降は3,500人前後の推移に

転じた。転入者は20代から40代までが多い。
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2.来年度以降実施するインナープロモーション施策案
１．市民ワークショップで守谷市民のリアルな声を収集
紙/Webのアンケートでは見えてこない、守谷市民のリアルな声を拾っていくことで、魅力を可視化・

理解した上でアンケート設計を行い、紙/Webアンケートにてより多くの市民の声を可視化させる。
２．mGAPを活用したアンケート実施
東海大学・河井教授が推奨する「地域参画総量」の計測指標「mGAP（修正地域参画総量指標）」を採

用し、「地域参画総量」が増えているかを確認。計測に当たってはホームページやMorinfo、アンケート調
査等を活用（現在も実施中）。
３．上記で可視化された魅力を発信するプラットフォームの構築
可視化された魅力を編集し、発信することで、より多くの市民（さらに市外に暮らす人）が本市の魅力

を再発見できる機会を作る。
●市民記者「もりやPR社」による発信の拡充
●プロモーションウェブサイト、SNS、広報紙を通じた暮らしの魅力情報発信の強化
●イメージキャラクター「こじゅまる」 認知拡大による市への愛着心醸成

1.インナープロモーションとアウタープロモーション
多くの自治体が外向けのPRをシティプロモーションと据えているが、転入者増や関係人口増などの結果

が出ている事例が少ないのが実態です。守谷市では、近隣自治体やつくばエクスプレス沿線自治体からの
転入が多くを占める。シティプロモーション戦略プランに伴う平成30年度からの取り組みにより、まちへ

の想いや意欲を持つ人が増え続けていることから、今後もインナープロモーションを中心に行い、地域の
内側から地域外の近隣に守谷市の良さを伝播させていくことが有効であると考える。市民の守谷市に対す
る推奨意欲を高めることで、まちへの参加意欲、まちへの感謝が生まれ、プロモーションだけに留まらな
い持続可能なまちを育てる効果も生み出していきたい。

さらに今後は、新たにアウタープロモーションとして、ふるさと納税寄附者へのアプローチやヤクルト
球団と連携した事業を展開し、関係・交流人口を獲得していくことで、地域の発展を目指していく。

最後に、引き続き、インナープロモーションを中心に事業を推進していくが、本市の状況も日々変化す
る中で、「現状の方向性以上のことを具体的に計画として盛り込むことは適切ではないのではないか」と
いう懸念も踏まえ、本活動方針については、必要に応じて定期的に見直すことを前提とする。

今後の方針

Q.ブランドメッセージ「守谷は未来におせっかいです。」認知度
知っている：108名
見たこと、聞いたことがある：75名
知らない、聞いたことがない：31名
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【参考：その他のアンケート回答結果】

3.ブランドメッセージ「守谷は、未来におせっかいです。」の継続

守谷市のブランドメッセージ「守谷は、未来におせっかいです。」は、
令和6年に実施した「Morinfoによるシティプロモーションアンケート」の
結果から、市民に浸透していることが伺え、まちづくりの方向性と合致す
ることからも、引き続き市民の誇りや愛着を醸成していく手段のひとつと
して、ブランドメッセージを活用していくこととする。

回答期間：令和6年11月7日（木）から11月30日（土）
回答数：214名


